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近年，ノーベル化学賞の受賞などによってナノメートルサイズの人工的な分子マシンの開発が注目さ

れている。一方で自然界に目を向けると，既に生物は圧倒的に高性能な分子マシンを数多く持ってい

ることに気づく．中でも細胞の中で物質輸送を担う生物分子モーターは，熱運動の嵐の中でも高い効

率で一方向性の運動を行うことができるが，原理は未だ明らかではない。そこで私たちは，既存の分

子モーターの徹底的な分析に加えて，逆のアプローチとして，単純な機能を持つ要素を組み上げるこ

とによって目的とする機能を創り出すような構成的な研究手法を取っている．私たちは最近，生物分

子モーター・ダイニンをベースとして，本来のレールではないアクチンフィラメントや DNAナノ構

造体の上を動く新しい分子モーターを創出することに成功し，その知見から分子モーターの運動原理

として，従来考えられてきたよりもシンプルなメカニズムを提案した．本セミナーでは，未発表の結

果を含む最新の知見を紹介したい． 
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